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放課後子放課後子放課後子放課後子どもどもどもども教室推進事業教室推進事業教室推進事業教室推進事業    

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

    （             ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （             ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

○ ○ ○  （             ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援     （             ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流     （             ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○） ○    

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等 １  48 田野畑小学校 

 

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

死者２３名、行方不明者１６名、住家被害２７４棟、非住家被害３１１棟、物的被害額は２８０億円あまりにのぼる。村
内にあった６小学校が平成 22 年 4 月の統合により高台にあったため、学校及び児童生徒に被害はなかったが、児童
生徒を取り巻く生活環境が大きく変化した。 仮設住宅数 3 地区 186 戸 

 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞                                                        ～～～～たのはたたのはたたのはたたのはた学学学学びのびのびのびの教室教室教室教室～～～～    

学校数学校数学校数学校数    

「たのはた学びの教室」は小学校教育と一体となりながら、学習活動を通して子どもたちが「分かった」「できた」という感

動を感じることができるように、児童一人ひとりに自ら学ぶ楽しさや態度を身につけさせることを目的とした学習の場であ

る。また、児童が安心して放課後の時間を過ごすことができる居場所としての機能を併せ持っている。 

開設日…1 学期は週１日（月曜日）、２学期以降は週２日（月・水曜日） 

時間…午後２時 45 分～午後５時 15 分 

開設場所…田野畑小学校、１～３年生教室 （対象児童…小学１年生～３年生） 

活動内容…学習アドバイザーの指導による学習活動 

(1) 教科学習・・・・・国語、算数の学習 

(2) 体験学習等・・・心理ケア（カラーセラピストによる心のサポート） 

                       表現学習（ジャズピアニストによる表現活動） 

                       創作活動（手芸や染め物の活動）      など 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

  震災からの復興を通じ、「人と自然が織りなす 心豊かな協働の村 たのはた」を目指す姿として掲げ、次の

３つの基本方針のもと、取り組みを進めている。 

① 防災の地域づくり（被災地の土地利用、防災対策の強化、社会生活基盤の復旧・復興） 

② 生活再建（住宅の再建、生活の安定、保健・医療・福祉の充実等） 

③ 地域振興（水産業・観光業・農林業・商工業の再建、雇用の場の創出、教育・人材育成の充実等） 

◇住民等からの要望・必要な取組 

  ・水産業や観光を基軸としてまちづくりを進めてきた当村にとって、生活基盤の再生と、次の世代の担い手育

成の充実が大きく求められている。 

  ・震災による保護者の就労状況等の変化に伴い、放課後における居場所の確保が必要になっている。 

  ・子どもの心のケアについての方策を早急に充実させていくことが必要である。 

準備段階準備段階準備段階準備段階    

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

○コーディネーターの配置…１名 

 ・教育委員会との連絡調整、開設日の設定・学習アドバイザーとの連絡調整・プログラムの企画 

○学習アドバイザーの配置…各回３名 

 ・学習サポート・健康サポート・表現学習サポート・心理ケアサポート 

○安全管理員…６名（地域教育コーディネーター） 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・被災の影響に対する方策として、心理ケア等を含めて外部講師を活用し、より専門的な支援が受けられるような

事業展開を心がけた。 

 ・日々変化する学校の実態に即した取り組みを実現するため、常にコーディネーターが学校側の状況を把握し、適

切に事業内容に反映させることができるよう、連携調整の充実を図った。 

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

 

◇これまでの取組による成果 

・放課後の児童の安全な居場所としてはもとより、自由な色塗りなどの活動による言葉では表せない児童の心のサポ

ートによる心理ケア、ジャズピアニストによる音楽活動を通して表現する喜びを体験させる表現活動、見る力を高

めることで学習効果をあげるプログラムなどの視覚体操、手芸や染物活動により物を作る喜びを体感させる創作

活動など沿岸地区においてなかなかふれることのできない活動を外部講師によって行うことができ、多彩な活動

によって児童の情操面を育む取り組みとなった。 

・小学校の教室を活用して行うことで、学校と連携して児童の学力向上のための学習指導を行うことができた。 

◇課題や今後の展望 

 ・当初計画では、毎週月曜日と水曜日に開設する計画であったが、学校と協議し１学期は月曜日のみの開設となっ

た。また、学校行事等により、放課後子ども教室の開設日を変更または休止したこともあり、当初計画よりも回数が

減少となった。 

・就労している保護者からは学童保育事業の要望もあり、放課後子どもプラン事業としての活動形態のあり方を考え

ていく必要がある。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


